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１．公道下給水装置工事 

 

(１)  基本事項 

  配水管から分岐して給水装置工事の設計及び施工は、水道法施工令第５条

に規定する｢給水装置の構造及び材質の基準｣及び｢水道法｣並びに｢その他関

係法令｣の定めに基づき適正に施行しなければならない。  

 

(２)  事前調査 

配水管から分岐して給水管を設ける工事を施工しようとする際は、給水区

域の確認、配水管の位置確認、道路状況（公道・私道）の確認をし、併せて

工法、工期等の連絡調整を管理者と確実に行わなければならない。 

 

(３)  必要書類の申請及び作成 

分岐工事を施工する指定給水装置工事事業者（以下「工事事業者」という。）

は、各占用申請並びに道路使用申請に必要な掘削断面図・平面図・位置図等、長

岡京市上下水道部（以下「部」という。）が指示する書類を添えて申請を行わな

ければならない。 

なお、自社で施工せず、長岡京市水道工事業協同組合（以下「組合」という。）

に施工を依頼する場合については、その必要書類の作成を組合に依頼する事が出

来るものとする。 

また、掘削場所に他の占用物が埋設されている場合については、工事事業者側

において占用物件等の確認を行い、必要に応じて埋設物の占用者に対し工事に関

する事前協議を行わなければならない。 

 

(４)  給水管及び給水用具の選定 

公道において、配水本管から分岐して当該宅地の給水管を引き込みする際

の配管材料については、水質の安全確保と、災害等による給水装置の損傷を

防止するとともに、給水装置の損傷の復旧を迅速かつ適切に行えるような、

給水管及び給水用具を選定する。 

併せて、給水装置の構造及び材質が、本市の｢給水装置の構造、材質等に

関する規程｣に適合していることの確認を必ず行わなければならない。 

 

(５)  指定給水装置工事事業者の施工範囲 

   特に管理者が認めた指定給水装置工事事業者が施工する給水装置工事の範
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囲は、分水栓から末端の蛇口までとする。 

    また、管理者は工事事業者に対し、配水管に給水管を取り付ける工事及び

当該取り付け口から水道メータまでの工事に関する工法、工期その他の工事

上の条件を指示することができるものとする。 

（長岡京市水道給水条例第８条の２の１及び２） 

 

(６)  分岐の制限 

導水管・送水管及び異形管からは分岐をしてはならない。ただし、配水管

を兼ねる送水管からの分岐についてはこの限りではない。 

 

(７)  分岐工事の従事者 

配水管からの給水管の分岐（穿孔）・配管作業に従事する者は、（公財）

給 

水工事技術振興財団等の分岐穿孔・配管講習会等の修了者で技能を有する者

でなければならない。 

なお、給水管の口径が７５m/m以上の場合の従事者は、耐震継手講習の修 

了者でなければならない。 

 

(８)  サドル付分水栓（以下「サドル」という。）を施工する際の留意点 

ア．穿孔は、配水管の管種に適合した、よく研磨されたドリル刃を装着した

穿孔機により行わなければならない。 

イ．分岐する配水管が、鋳鉄管及び鋼管の場合は、防錆用密着銅コアを挿入

する。銅コアについては、製造業者により構造や施工方法が異なるほか

に、鋳鉄管の内面処理（モルタルライニング・エポキシ樹脂粉体塗装）

によって使用するコアの形状等も変わるので、事前に十分に理解し、修

得をしておかなければならない。 

ウ．サドル取り付けの際は、ボルトの締め付けが片締めとならないように、

トルクレンチ等の適切な工具を使用し、下記の締め付けトルクにより各

ボルトを均等に締め付けなければならない。 

（締め付け時の写真を提出する） 

 

                   《サドルの標準締め付けトルク》                  

    ボルト呼び径     鋳 鉄 管     ビニール管  

       Ｍ１６     ６０Ｎ・ｍ     ４０Ｎ・ｍ  

       Ｍ２０     ７５Ｎ・ｍ   
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※鋳鉄管の口径が２００mm以上になるとＭ２０ボルトになる 

エ．水圧試験はサドル取り付け後、穿孔前に取り付け部に水漏れのないこと

を５分以上確認したのち、穿孔作業を行わなければならない。 

 

 

(９)  割Ｔ字管による分岐工事の留意点 

ア. 事前に穿孔を行う既設管の管種、外径、使用水圧等の調査を行い、施工

計画に基づき不断水穿孔工事申請書を提出し、必ず施工承認を得た後に

工事を実施しなければならない。 

イ. 穿孔作業は、割丁字管の製造メーカによる施工とする。 

ただし、穿孔口径がφ１５０m/m以下のものについては、組合による施工

を認めます。 

ウ. 既設管に割Ｔ字管を取り付け、工事場所の動水圧＋0.55MPaの水圧で加圧

し、取り付け部に水漏れのないことを５分以上確認したのち、穿孔作業

を行わなければならない。 

（水圧確認写真を提出する） 

 

(10)  分岐工事の立会 

分岐工事は施工計画に基づき、部の担当職員（以下「担当者」という。） 

と分岐工事の施工日について協議し、分岐工事施工当日は、現場にて担当者

による使用材料の確認及び穿孔の立会を得て実施しなければならない。 

ただし、使用材料については、組合にて購入した場合は部担当者の現場で

の確認を省略することができる。この場合においても、必ず穿孔時の現場立

会は得て実施しなければならない。 
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２．土工事の施工方法 

 

 （１）掘削方法 

ア. バケット容量０．１立方メートル小型バックホウによる機械掘削を原則

とします。ただし、配水管からの分岐箇所及び、他の既設埋設管付近を

掘削する場合は、必ず人力による施工でなければならない。 

（周辺の状況に応じ上記の方法により難い場合は、必要に応じ人力施工

等を検討する。） 

イ. 道路管理者から特に条件が付された場合は、上記に関係なく指示どおり

に施工しなければならない。 

ウ. 掘削中の湧水等の排水は、最寄りの排水路等へ適切な設備を設け排水し、

工事施工後は排水路等の清掃を行わなければならない。 

エ. 他の地下占用物件が近接及び並行して埋設されている個所や掘削深さが

１．５ｍを超える場合は、安全確保のため土留工等の適切な防護措置を

講じなければならない。 

 

（２）掘削土の等の搬出処分 

 ア．トラック等への積み込みに際しては、法令に準じた積載量とし、過積載

等にならぬよう配慮しなければならない。 

 イ．アスファルトガラ・掘削土等の産業廃棄物は法令に準じた処分を行わなけれ

ばならない。 

 

 （３）埋戻方法 

ア．原則として埋戻しは、全土入替にて施工しなければならない。ただし、

道路管理者の占用許可条件と異なる場合は、占用許可条件にて施工しな

ければならない。 

（山砂以外については、再生材を使用すること。） 

イ．鋳鉄管・鋼管・ビニール管の布設には、管頂３０㎝までは山砂で管巻を

施さなければならない。 

ウ．砕石等の転圧については、３０㎝毎にランマ等で十分に締固めなければ

ならない。 

 

 （４）舗装復旧工事 

ア． 舗装復旧工事は、仮復旧工及び本復旧工とも原則として加熱再生アスフ
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ァルト合材（以下「合材」という。）を使用しなければならない。 

イ． 施工箇所が公道の場合の仮復旧工は、必ず即日復旧を実施しなければな

らない。 

ウ． 合材での復旧が不可能な場合は、仮復旧工に限り常温アスファルト混合

物による復旧を認めます。 

エ．復旧幅 

◎仮復旧工…標準掘削上幅にて施工しなければならない。 

◎本復旧工…本復旧工は原則として部による施工とします。 

なお、部において分岐部分の舗装本復旧工事を施工する必

要がないと認めた場合は、この限りではない。その場合の

影響範囲は掘削高×０．３以上を標準として施工しなけれ

ばならない。 

ただし、道路管理者から特に指示があった場合は、その指

示に従わなければならない。 

オ．本復旧工の舗装構成については、道路管理者と協議のうえ、その指示に

従わなければならない。 
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３．埋設標示方法 

 

（１）埋設標示シート 

管布設工事の場合、地盤と管頂の３０cm（管頂H=１２０cmの場合はH=９０

cm）の位置に部指定の下記標示シートを全延長にわたり敷設しなければなら

ない。 

 
                                                                       
   

長岡京市上下水道部 

水道管 注意 

この下に水道管注意立会いを求めてください。 

 

     

                  ・明示材料   Ｒ－ＰＥ製シート（２倍折り込み構造） 

                 ・色      地色（青） 文字（白） 

 

（２） 埋設標示ピン 

分岐箇所より道路面に対して直角線上で、道路と宅地との境界付近の確認

しやすい位置に指定の埋設標示ピンを設置しなければならない。 

設置場所は、道路側溝等、後日ピンが抜けることのない堅固な構造物に、

片手ハンマーとピンアダプターを使用して打ち込む。 

（状況によってはドリルを使用して打ち込む） 
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４．水道メータ設置 

 

（１）メータ設置位置は、原則として道路境界線に最も近接した敷地部分で、メ

ータの検針及び取替作業が容易であり、かつ、メータの損傷、凍結や車両の

下敷きの恐れがない場所としなければならない。 

（原則として官民境界より１．５ｍ以内） 

 

（２）メータの設置は、流入方向を確認したうえで、水平に取り付けを行わなけ

ればならない。 

また設置の際には、逆流防止のため口径がφ４０m/m以下については、上

流側に部指定のパッキン付逆止弁を必ず使用しなければならない。 

φ５０m/m以上については、担当者と協議のうえでメータ下流側に逆止効

果のある弁栓類を設けなければならない。また、φ４０m/m以上の受水槽方

式の場合については、メータ下流側に市指定の定流量弁及び定流量弁ボック

スを設置しなければならない。 

 

定流量弁の規格（長岡京市型） 

φ４０m/m φ５０m/m φ７５m/m φ１００m/m φ１５０m/m 

６ｍ3/h １８ｍ3/h ４０ｍ3/h ６０ｍ3/h １２０ｍ3/h 

 

（３）メータの機種に応じ、メータ前後に所定の直管部を確保し、計量に支障が

生じないように施工しなければならない。 

 

（４）伸縮部に設置されている白色のプラスティックは、伸縮部が正常な位置か

否かの確認用の印であるため、直結型止水栓を設置した後、竣工検査時まで

取り付けた状態にしておかなければならない。 
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５．フレキシブル継手 

 

（１）サドルへの接続及び、直結型止水栓への接続には、ステンレスフレキシブ  

ル継手（被覆ＳＵＳ可とう管）を使用しなければならない。 

 

（２）小断分岐等（分岐主管から側溝までの距離が５０㎝以下の場合等フレキシ

ブル継手が施工上使用できない分岐時）の場合は、サドル分水栓側にはフ

レキシブル継手を使用せず、ガイドナットに替わり伸縮可とう継手（商品

名：ろくろ継手メータ用またはパラソル継手メータ用）を使用しなければ

ならない。 

 

（３）フレキシブル継手の偏芯量については、下記の表における最少曲率半径を

考慮し、無理に曲げすぎることのないように施工しなければならない。 

 

口径(呼び径) １３Ａ ２０Ａ ２５Ａ  

最少曲率半径 125mm 150mm 300mm  
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６．写真管理 

 

（１）使用機材は、必要な文字、数値等の内容が判読できる機能、精度を確保で

きる機材とし、デジタルカメラについては有効画素数２１１万画素以上、プ

リンターについてはフルカラー300dpi以上、インク・用紙等については通常

の使用条件の下で３年間程度に顕著な劣化が生じることのないものを使用

しなければならない。 

 

（２）提出の方法は、写真（画像を印刷したものを含む）に説明等を併記したも

のを工事写真帳としてＡ４版で作成し、提出しなければならない。 

なお、電子媒体（ＭＯ等）のみによる提出については認められない。 

 

（３）工事写真の撮影箇所は、次の撮影箇所一覧表のとおりとする。 
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《 撮 影 箇 所 一 覧 表 》 

                                                                        

区    分  工   種      写 真 管 理 項 目  

    撮影項目 撮影頻度〔頻度〕  提出頻度  

着手前・完成  着 手 前 全景又は代表 着手前1回   

  部分写真      〔着手前〕  適宜  

  完  成 全景又は代表 施工完了後１回  １枚  

  部分写真       〔完成後〕   

施工状況写真 水圧テスト 割丁字管設置

（水圧ﾃｽﾄ）の

写真 

トルク締付･水圧

テスト 

  

   １回 〔施工中〕   

 配管状況 配管布設の状 配管布設〔施工中〕   

  況写真（公道

部） 

   

  配管布設の状 配管布設   

  況写真（宅内

部） 

メータＢＯＸ設置   

 土工状況 掘削状況の写 舗装版取壊･掘削  適宜  

  真 １回 〔施工中〕  １枚  

  管の砂巻き状 砂巻き後１回   

  況の写真       〔施工中〕   

  埋戻し状況の 各種毎に１回   

  写真       〔施工中〕   

  埋設表示シー

トの 

シート布設後１回   

  状況の写真    〔施工中〕   

 舗装工状況 路盤工の状況 各種路盤毎に   

  の写真 １回 〔施工中〕   

  舗装工の状況 合材の種別毎に   

  の写真 １回 〔施工中〕   

安全管理 安全管理 各種保安施設 各種類毎に１回   

  の設置状況    〔設置後〕  適宜  

  監視員交通整 各１回〔作業中〕  １枚  

  理状況    
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７．安全対策 

 

（１）工事の実施は、道路占用許可書及び道路占用許可書の許可条件を履行しな

ければならない。 

 

（２）工事を進めるに当たっては、事前に地元住民に対し工事の予告や通行の制

限等を文書等で周知を行うとともに、現場には看板・標識類・交通整理員等

を適切に配置し、安全第一に作業を行わなければならない。 

また、車両等に支障の無きよう十分に注意し、現場内は整理整頓を心がけ

作業員には安全教育を施し事故のないように現場管理を行い、公衆災害の防

止に努めなければならない。 

 

（３）工事は、ダンプトラック、掘削機械等を使用することから、始業・終業時

における点検を確実に行い、移動の際には事故の無きよう十分注意しなけれ

ばならない。 

 

（４）一般道路を工事用車両が使用する際には、積載物等の落下等による路面損

傷又は汚損することの無きよう注意し、特に第三者に損害を与えることがあ

ってはならない。 

 

※ 標準的な工事標示看板及び標識類等の保安施設設置例 

 

工事○○○○○○

月　　日～　　月　　日

○○○○○○ 地内

工事中
工事名

工事場所

期　間

施　工 株式会社　畔柳組

発注者
     

50
Ｍ先
㈱畔柳組  

100

Ｍ先
㈱畔柳組  

 

工
事
中
に
つ
き

ご
協
力
く
だ
さ
い

㈱畔柳組

片
側
交
互
通
行

 ㈱畔柳組

　
車
輌
通
行
止

  

工
事
中
に
つ
き

ご
協
力
く
だ
さ
い

㈱畔柳組

片
側
通
行

 

通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん

　
工
事
中
に
つ
き

㈱畔柳組   ㈱畔柳組

工
事
中
に
つ
き

ま
わ
り
道

に
ご
協
力
願
い
ま
す
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 分岐工事材料仕様チェックリスト（資料１）  

 

 
    

 ◎分岐口径：φ２０m/m からφ２５m/m  

 材料品名 メーカ名 規格 ・ 寸法 
確認

印 

 サドル付分水栓 前澤給装 DIP には防錆コア使用   

 フレキ継ぎ手 栗本、日邦、前澤 ＳＵＳ製  Ｌ＝500mm   

 ガイドナット 
栗本、光明、坂本、 

日邦、前澤 
ＨＩユニオンソケット付   

 耐衝撃性塩化ビニル管 ＪＷＷＡ規格品 冷間継手   

 耐衝撃性塩化ビニル継手 ＪＷＷＡ規格品 エルボ・ソケット・チーズ等   

 ボール止水栓 ＪＷＷＡ規格品 盗水防止ハンドルタイプ   

 メータボックス 長岡京市指定 市章入り   

     

     

 ◎分岐口径：φ４０m/m からφ５０m/m  

 材料品名 メーカ名 規格・寸法 
確認

印 

 割Ｔ字管 コスモ工機、大成機工 内ネジタイプ、通水部粉体塗装   

 鋼  管 ＪＷＷＡ規格品 内面ビニルライニング   

 鋼管用ネジ継手 ＪＷＷＡ規格品 内外面樹脂コーティング、エルボ・ソケット等   

 リングバルブ 日興特殊バルブ φ４０：ＧＰシモク付、φ５０：内ネジタイプ   

 バルブボックス 草竹製ほか 市章入り   

 メータボックス 長岡京市指定 市章入り   
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 ◎分岐口径：φ７５m/m 以上   

 材料品名 メーカ名 規格・寸法 
確認

印 

 割Ｔ字管 コスモ工機、大成機工 簡易バルブ付タイプ、通水部粉体塗装   

 ダクタイル鋳鉄管 規格品 ＮＳ型  内面エポキシ樹脂粉体塗装   

 ダクタイル鋳鉄異形管 規格品 ＮＳ型  内面エポキシ樹脂粉体塗装   

 ソフトシール仕切弁 規格品 上水フランジタイプ、通水部粉体塗装   

 仕切弁ボックス 草竹製ほか 市章入り   

 メータボックス 長岡京市指定 市章入り   
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※分岐施工例 φ５０mmの場合（資料２） 
 

  

現況(施工前)             カッター切り 

 

 

   

Ａｓ舗装盤取壊工          Ａｓ舗装盤積込 

 

 

  

掘削                既設本管 
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水圧テスト             割Ｔ字管穿孔 

 

 

  

割Ｔ字管設置            鋼管配管 

 

 

  

鋼管配管              ポリスリーブ 
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砂埋戻               埋設標示シート（セフティーライン） 

 

 

  

中間転圧              上部転圧 

 

 

  

仮復旧工              仮復旧工完了 
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宅地内掘削             リングバルブ 

 

 

  

宅地内配管             メータ設置 

 

 

  

メータボックス設置             安全対策（交通整理員） 
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工事標準看板例１          工事標準看板例２ 

※ 新設・撤去・取替など市民にわかりやすい表現で 
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